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わ
が
ま
ち
紹
介 

〝
西
山
山
系
の
湧
水
に
恵
ま
れ
た
歴
史
と 

ロ
マ
ン
の
ま
ち
〟
長
岡
京
市 

２０１４年１１月度行事予定 

ＶＧ槻輪設立10周年記念事業 
1. 記念会食パーティ開催 

１）日時：11月19日（水）11：00から 

２）場所：高槻市役所総合センター15階“桃莉（とうり）中華菜館” 

３）記念催し 

（１）記念式典 

 （２）楽しい会食 他 

2.   会報「ＶＧ槻輪だより」を全高槻市立図書館で一般閲覧できるように 

設置しました。 
 

 

  

２０１４年１０月度行事予定 

「子供もおとなも“メッチャ”楽しい」 

第10回たかつきＮＰＯ協働フェスタ」 
１．日 時：2014年10月18日（土）１０時～１５時 

２．会 場：高槻市生涯学習センター1階 展示ホール 

３．内 容：１）展示コーナー（ＶＧ槻輪も展示します） 

    ２）たのしみ広場・あそびの広場・おもちゃの広場 

    ３）NPOによるフリ-マーケット 

    ４）たかつきふれあい広場は同時開催です。 

 

 

 

 

 

                                
  

 

平
成
26
年
９
月
10
日
（
木
） 

JR
長
岡
京
駅
→
神
足
遺
跡
・
神

足
神
社
→
勝
竜
寺
跡
公
園
→
勝

竜
寺
→
中
山
修
一
記
念
館
→
サ

ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
京
都
工
場
→

西
山
天
王
山
駅 

「
長
岡
京
市
ふ
る
さ
と
ガ
イ

ド
」
岩
佐
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、

石
湯
さ
ん
に
わ
か
り
易
く
説
明

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

本
当
に

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

長
岡
京
市
は
、
大
き
く
東
部
、  

中
部
、
西
部
に
分
類
で
き
、
JR 

長
岡
京
駅
周
辺
の
東
部
は
村
田

製
作
所
、
三
菱
電
機
な
ど
の
ハ

イ
テ
ク
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、

線
路
沿
い
に
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
有
名
な
ニ
チ
ユ
三
菱
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
あ
る
。 

ま
た
、
西
山
山
系
の
湧
水
を
利

用
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
が
大
山
崎

町
と
の
境
目
近
く
に
京
都
ビ
ー

ル
工
場
を
建
設
、
主
に
西
日
本

地
区
向
け
の
製
品
の
生
産
を
行

っ
て
い
る
。 

 

阪
急
長
岡
天
神
駅
の
周
辺
の

中
部
は
、
商
業
地
、
住
宅
地
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
長
岡
京

市
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。 

 

大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
も
こ
の

付
近
に
偏
っ
て
い
た
が
、
二
百

年
代
以
降
は
、
JR
長
岡
京
駅
西

口
が
再
開
発
さ
れ
、
こ
ち
ら
に

も
商
店
の
進
出
が
な
さ
れ
て
い

る
。 ２

０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

12

月

21

日

に
西
山

天
王
山

駅
が
開

業
し
た
。

阪
急
電

鉄
全
線

で
最
も

新
し
い

駅
。
長
岡
天
神
駅
と
大
山
崎
駅

の
間
の
前
者
寄
り
、
京
都
縦
貫

自
動
車
道
と
の
交
差
地
点
に
建

設
さ
れ
た
。 

 

勝
龍
寺
城
の
土
塁
と
空
堀 

 

現
存
す
る
土
塁
（
ど
る
い
）

と
空
堀
（
か
ら
ぼ
り
）
は
、
細

川
藤
孝
（
ふ
じ
た
か
）
が
元
亀

２
年
（1571

）
に
城
の
大
改
修

で
造
営
し
た
も
の
で
す
。
土
塁

と
空
堀
の
他
、
土
橋
と
横
矢
（
よ

こ
や
）
の
掛
る
土
塁
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
神
足
（
こ
う
た
り
）

神
社
の
東
側
は
、
昭
和
59
年

（1984

）
に
消
滅
し
ま
し
た
が
、

発
掘
調
査
で
土
塁
と
空
堀
の
比

高
が
約
六
メ
ー
ト
ル
あ
る
こ
と
、

新
た
に
土
塁
下
か
ら
６
世
紀
後

半
の
方
墳
で
あ
る
神
足
古
墳

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

勝
龍
寺
城
外
郭
に
位
置
す

る
神
足
屋
敷
は
、
藤
孝
が
国
人

（
こ
く
じ
ん
）
神
足
氏
の
居
館

で
あ
る
神
足
城
を
勝
龍
寺
城

に
組
み
込
ん
だ
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

 

平
成
12
年
の
調
査
で
は
、土

塁
の
手
前
で
止
ま
る
南
北
方

向
の
堀
と
、
土
塁
を
開
削
す
る

溝
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

勝
竜
寺
城 

 

こ
の
城
は
、
暦
応
２
年

（1339

）
に
細
川
頼
春
が
京
都

へ
進
出
し
て
く
る
南
朝
方
に

対
抗
す
る
た
め
、
北
朝
（
足
利

尊
氏
）
方
の
前
線
基
地
と
し
て

築
い
た
と
い
わ
れ
、
京
都
盆
地

の
南
西
部
を
防
衛
す
る
要
所

に
あ
っ
た
。
戦
国
時
代
に
な
る

と
織
田
信
長
が
上
洛
し
こ
の

地
を
攻
略
（1568

）
し
、
堅
固

な
城
に
改
修
、そ
し
て
天
正
10

年
（1582

）
の
山 

崎
合
戦
で

明
智
光
秀
が
本
拠
と
し
た
が

落
城
し
た
。 

恵
解
山
古
墳 

古
墳
時
代
中
期(
今
か
ら
約 

1600

年
前)

に
造
ら
れ
た
前
方

後
円
墳
で
す
。
長
岡
京
市
で
は

郷
土
の
貴
重
な
遺
産
で
あ
る

恵
解
山
古
墳
を
後
世
に
伝
え
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
め

古
墳
の
保
存
・
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。 

中
山
修
一
記
念
館 

長
岡
京
の
歴
史
解
明
に
一

生
涯
を
捧
げ
、
多
大
な
業
績

を
残
し
た
故
中
山
修
一
氏
の

ご
遺
族
の
好
意
に
よ
り
寄
付

さ
れ
た
土
地
及
び
建
物
を
利

用
し
、
氏
の
足
跡
と
発
掘
調

査
研
究
の
成
果
を
一
目
で
見

ら
れ
る
施
設
と
し
て
整
備
し
、

平
成
14
年
に
開
館
し
ま
し

た
。 

中
山
修
一
氏
は
私
費
を
投
じ

て
、
長
岡
京
を
幻
の
都
か
ら

実
在
の
都
に
し
た
人
で
す
。 

西
山
天
王
山
駅 

周
辺
地
域
の
交
通
利
便
性

が
向
上
す
る
。
高
速
道
路
が

直
結
し
高
速
バ
ス
と
の
乗
り

継
ぎ
や
、
人
々
の
利
便
性
が

飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も

に
、
環
境
負
荷
低
減
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

三
層
構
造
の
全
て
が
新
し
い

便
利
で
明
る
い
駅
で
す
。 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都 

ビ
ー
ル
工
場 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ビ
ー
ル
工

場
は
、
１
９
６
９
年
に
サ
ン
ト

リ
ー
ビ
ー
ル
第
2
の
生
産
拠

点
と
し
て
、
歴
史
あ
る
京
都
長

岡
京
市
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
と
調
和
す
る
ビ
ー
ル
工

場
を
目
指
し
、
「
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
功
労
者
等
表
彰
」
に
お
い

て
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
た
。 

ま
た
、
仕
込
釜
を
間
近

で
見
ら
れ
る
見
学
コ
ー

ス
が
大
変
好
評
で
す
。

見
学
後
、
生
ま
れ
た
て

の
「
華
や
か
な
香
り
、

深
い
コ
ク
と
う
ま
み
」

に
こ
だ
わ
っ
た
「
ザ
・

プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」

を
飲
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

エ
ピ
ソ
ー
ド 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都

ビ
ー
ル
工
場
へ
訪
問

時
、 

受
付
の
方(

お
嬢

さ
ん
）
か
ら
、「
ど
ち

ら
様
で
す
か
」
と
聞
か

れ
、 

「
は
い
〝 

槻

輪（
き
り
ん
）〟
で
す
」

と
答
え
る
。 

受
付
嬢
よ
り
、「
こ

ち
ら
は
〝
サ
ン
ト
リ

ー
ビ
ー
ル
〟
で
御
座

い
ま
す
」
…
…
… 

 

ワ
ッ
ハ
ハ
ハ 

オ
ッ
ホ
ホ
ホ 

み
ん
な
で
大
笑
い

し
ま
し
た
。  

Ｓ
・
Ｏ 
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